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平成 30〜令和元年度 
獣医学研究院・獣医学院／国際感染症学院・獣医学部年報の発刊にあたって

� 北海道大学大学院獣医学研究院長・獣医学部長　　堀　内　基　広
� 大学院獣医学院長　　昆　　　泰　寛
� 大学院国際感染症学院長　　大　橋　和　彦

　平成から令和への改元という大きな変化を含むこの 2年間，社会は様々な問題・課題を経験しました。平成
30 年は胆振東部地震，台風・豪雨被害など，自然災害が多い年でした。令和元年は翌年の東京オリンピックに
期待が膨らむスタートでしたが，令和元年末には，COVID-19（SARS-CoV2 による感染症）の世界的流行によ
り，新規ウイルス感染症出現の脅威を身をもって経験することとなりました。COVID-19 の発生拡大を防止す
るための行動自粛による教育現場の閉鎖，社会経済のダメージなど，先が見えない閉塞感が続いています。一
方，この 2年間，獣医学研究院・獣医学院／国際感染症学院・獣医学部にとってマイルストーンとなるような大
きな出来事が幾つかありました。
　一つ目は大学院教育研究に関することです。平成 30 年の胆振東部地震の前日に日本学術振興会でヒアリング
があった卓越大学院プログラムが同 10 月に採択されました。獣医学研究科（現獣医学研究院）は人獣共通感染
症リサーチセンターとともに，21 世紀 COEプログラム，GCOEプログラムなどの大型研究プログラムを組織的
に運営し成功裏に導き研究力を強化してきました。また，博士課程教育リーディングプログラム「One Health
に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム」では大幅な大学院教育改革を進めました。これらの成
果の蓄積を基盤として，本研究院と人獣共通感染症リサーチセンターが中心となり北海道大学から申請した
「One Health フロンティア卓越大学院」が採択されたことです。
　二つ目は学部教育に関することです。獣医学部と帯広畜産大学で実施する共同獣医学課程では，実施する教育
が国際水準にあることを担保するために，国際的な獣医学教育の第三者評価組織である欧州獣医学教育機関協会
（The European Association of Establishments for Veterinary Education, EAEVE）による認証取得を目指して
教育改革を進めてきました。平成 29 年に公式事前審査，令和元年 7月に本審査を受けました。EAEVEの専門
家 8名が 7月 8日から 11 日の 4日間，帯広畜産大学と北海道大学および関連施設の視察，事前に提出した自己
評価書（Self Evaluation Report, SER）および SERに対する質問事項の回答と照らし合わせながら，教員，職
員，および学生の面談等を行いました。同年 12 月 11 日に開催された欧州獣医学教育委員会で，主要欠陥事項が
ない完全認証が決定しました。
　継続的かつ組織的な取り組みの成果が評価されるのは喜ばしい限りですが，教育研究活動の質保証（Quality 
assurance）が求められる時代，常に自身の活動を分析し，周囲からの意見を真摯に受け止め，改善すべき点は
臨機応変に改善し，日本，ひいては世界の獣医学を先導する大学として，質の高い教育研究活動を継続すること
を再確認し，奢ることなく日々の教育研究活動に取り組む所存です。引き続き，ご指導ご鞭撻，あるいはご支援
賜りますようお願い申し上げます。
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